
日本において独身化の傾向が顕著である。
その要因のひとつは生涯未婚率と非婚者数の上昇
である。この婚姻動向の変化には、家族やパートナーの
いないひとり暮らし高齢者の増加も関係しており、政策立案者や
研究者からは、重大な懸念の声が上がっている。国立社会保障・人口問題研究所
の2016年の調査報告書によると、2035年には国内人口の半分が独身者になるという。
本シンポジウムでは、国際的に活躍する、社会学・社会人類学・日本学の研究者を招き、日本における急速な
単身世帯増加の原因とその影響について議論する。女性の高学歴化と経済的自立が、未婚化・非婚化の原因になっているという指摘もある。
しかしながら、非婚や家庭を持たないことの選択と、社会的価値観や就労形態、企業文化との関係についての詳細な実証分析はまだ十分ではない。

日時：2018年2月21日（水）13：00～16：00　
会場：お茶の水女子大学共通講義棟2号館102
Date: Wednesday 21 February, 2018  13:00-16:00  
Venue: Room 102, Inter-Faculty Building 2, Ochanomizu University

主催：お茶の水女子大学ジェンダー研究所
Organizer: Institute for Gender Studies (IGS), Ochanomizu University

スコット・ノース（大阪大学社会学教授）Scott North (Professor of Sociology, Osaka University) 
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Simultaneous interpretation 
available (English-Japanese)

要事前申込（入場無料）：
申込フォーム  

Prior registration required
 (Admission Free) ☟

日英同時通訳あり


